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住まいと保険を中心に生活全般についてお得な情報や役立つ知識をご紹介していきます。 

謹 賀 新 年 

あけましておめでとうございます。プレシークの柴田

です。新年のご挨拶になるニュースレターなので、頭

も気持ちもお正月気分にして新年のことを書かないと

いけないのですが、今は12月25日（木）午前10時で
す。クリスマスイブも終わり、いよいよ年末だという

気分になってきてはいますが、まだ正月まではたどり

ついていません。旧年中に収録するお正月番組に出演

する方の「まだ年末だけど、お正月になったつもり

で」という難しさを実感しています。忘年会の予定も

ほとんど終わり、あとは、このニュースレターを作成

し、昨日作成した資料と一緒に封詰めし、大掃除をし

て今年の業務は終わりです。昨日は水曜日ということ

もあり、子供たちを連れて会社に来ました。この

ニュースレターを作成する手順は、1.ラベル印刷後、
封筒に貼り付け 2.添付資料作成印刷 3.ニュースレ
ター作成印刷 4.封入・発送 になります。そのうち
のラベル貼りを子供に手伝ってもらいました。大人か

らみるとラベル貼りは単純作業の仕事になるのです

が、子供からみたら楽しい作業になるみたいです。私

の子供もいまどきの子供ですから、ゲームをすること

も多いのですが、ちょっとしたことを遊びに代えてさ

せるのもいいかと思いました。私が小さい頃、父は

「お肉屋さん」を営んでおりました。私も父の仕事場

へ行き、仕事を手伝っておりました。（私からみると

手伝ったってことより遊んでいたという感じですが）

小さい子供にお肉屋さんで出来ることは、ひき肉作り

です。父から渡された肉片を機械に上から入れ、下の

多数の小さい穴から出てくるひき肉をトレイに移す作

業です。しかし、遊びではなく仕事で商品を作ってい

る訳ですから、なんでもかんでも好きなように入れて

いいわけではありません。小さいながらも、牛・豚・

鶏と種類を替えたり、赤身や脂身がほどよくなるよう

にしていました。子供でしたから周りが見えずに夢中

になって作業をしていたと思います。それを問題が無

いように、父が他の作業をしながらも目を配らせ、指

示をしていたのでしょう。他にもラップ貼りやラベル

貼りの作業もして、自分なりに良くできたと思って一

人前のつもりになっていましたが、たぶん父から見た

らまだまだだったと思います。昨日、子供に作業をさ

せながら、他の仕事をしていましたが、子供以上に私

がちょっとおっかなびっくりでした。封筒の裏にイン

ターネットの不動産情報サイトである「homes」の
シールが貼ってあります。サイト運営会社より送られ

てきたこのシールを子供が目ざとく見つけ、貼りたい

と強く言われて、ちょっと迷いましたが、不動産に関

連することでもあり、いつも面白みのない封筒で送っ

ていることから、貼ることにしてしまいました。おか

げ様で、このニュースレターを（勝手に）お送りし→ 

→ております数が100件を超えております。その作業
のご褒美に、会社の近くにあります「ユーカリ交通公

園」に連れて行きました。無料の施設ということもあ

り、ここはお薦めです。私どもが行った時は、ちょう

ど昼休みに入ってしまい間が悪かったですが、時間さ

え気をつければ、無料で自転車（補助あり・なし）と

足踏みゴーカートとバッテリカーが乗り放題です。公

園の中は、信号あり交差点ありと交通規則通りになっ

ていますから、子供たちを車の危険から守るためにも

役立ちます。宣伝もしていることから、つい有料の施

設に行きがちですが、近場でも良い施設はあるもので

すね。子供たちも予想以上に気に入った様子で、近く

で無料ということからまた行きたいと思います。去年

4月に独立して、サラリーマンから商売人になりまし
た。これも幼少の頃から（父の）商売を触れる機会が

多かったから、このような道に進んだのかもしれませ

ん。商売人の辛さを知るものからすると、自分の子供

に自分で商売をするようになって欲しいとは思いませ

んが、同じようになってしまうのかもと思いました。

幼少の頃の教育や環境によって、考え方や生き方が大

きく影響することを知り、よく考えていきたいと思い

ました。子供の安全と教育は、住まい選びにも大きく

影響を与えます。子供を持って、いろいろなことを考

えることになり、それが住まい選びをお手伝いする際

にも役立っております。同じように、≪1.両親の離婚
を経験し、母子家庭で育ち、現在は母と二世帯で暮ら

している。2.都内への通勤も経験したこともありま
す。（通勤の辛さから地元へ）3.現在は、区画整理地
内で暮らしておりますが、都心に住んだこともあり、

県内では千葉・松戸・柏などに居住経験があります。

4.マンションを購入し、賃貸に出しております。≫な
どのことも実体験で感じたことをお伝えし、住まい探

しにお役立て頂けます。 

今朝の新聞に、「温故知新」という言葉が書いてあ

り、今年（16年）を考えるにあたり昔のことを思い
出して、自分には何ができるか考えた結果、今までの

経験と知識を生かしていくことだと思います。それ

は、≪1.不動産営業マンとして、ご満足いただける住
まい探し 2.ファイナンシャルプランナーとして、安
心して生活できる資金計画と保険相談 3.不動産コン
サルティングとして、不動産を通じた資産形成≫の三

分野にて、住まいとお金のアドバイスをしていくこと

です。この専門分野をよりレベルを上げ、たくさんの

お手伝いが出来るように邁進して行く所存ですので、

本年も宜しくお願い申し上げます。 柴田 誠 

追伸：新年は4日より営業致します。お正月は、元旦
がJR東日本の正月パスで初詣に行くか思案中で、2日
3日が箱根駅伝と高校サッカーのTV観戦の予定です。 


